
⇒

基準値

第２期日置市まち・ひと・しごと創生総合戦略事業検証シート
（令和４年度実施分）

基本目標 基本目標①「働いてよし ひおき」～安心して働ける安定した「しごと」を創出する～

事 業 名 ①創業支援事業 担当課名 商工観光課

事業内容
本市で「しごと」にチャレンジしたい個人等への支援を目的とした「創業セミナー」や「創業塾」（市商工会
主催）を開催し、創業塾の所定の条件を満たした受講者は、特定創業支援等事業による支援を受けたことの証
明を受けることができ、各種支援制度が活用できます。

単位：円

当該年度の予算執行内容 区分
Ｒ２

（1年目）
Ｒ３

（2年目）
Ｒ４

（3年目）
Ｒ５

（4年目）
Ｒ６

（最終年）

基本目標における
数値目標

区分 数値目標

市内事業者従事者数
（経済センサス）

17,060人
（H28活動調査）

17,540人
（R6）

－

最終予算額 当初予算額

執行額 1,500,000 1,169,000 1,232,000 － －

創業支援事業補助金（創業塾
等の開催）

予算額
1,500,000 1,300,000 1,300,000

当初予算額
1,300,000
当初予算額

創業セミナー及び
創業塾の開催数

２回
KPI 2回 2回 2回 2回 2回重

要
業
績
評
価
指
標
状
況

(

K
P
I

)

KPIの内容
Ｒ２

（1年目）
Ｒ３

（2年目）
Ｒ４

（3年目）

実績 2回 2回 2回 － －

評価（A～D） A A A － －

Ｒ５
（4年目）

Ｒ６
（最終年）

20人 20人

実績 24人 15人 24人 － －創業塾の参加者数
20人/年

KPI 20人 20人 20人

評価（A～D） A D A － －

受講者のうち創業又は
事業拡大につながった
数

４件
KPI 4件 4件 4件 4件 4件

評価（A～D） A D A － －

実績 5件 3件 4件 － －

「取組の検証（上記）」を踏まえた今後の方向性
※　課題とその改善方策を踏まえ、次年度以降事業の見直しなどがあればその内容を記入してください。

成果や費用対効果の向上に努めつつ継続実施

※　KPIの評価は、以下の達成状況に応じてAからDを記入する。
　A：KPIに対して実績が100％以上　　　C：KPIに対して実績が89％～80％
　B：　　　　〃　　　　99％～90％　　D：　　　　〃　　 　80％未満
　

当該年度の取組内容と
事業効果
※　なるべく数字（金額、人
数等）を用いて記入してくだ
さい。

日置市商工会と連携し、創業者の掘り起こしのために、創業を考えている方や創業に興
味を持っている方などを対象に「創業セミナー」を開催。また、創業を本格的に考えて
いる方や創業初期の方を対象に具体的な創業のための知識の習得を目的とした「創業
塾」を開催した。【参加人数等の結果については上記のとおり。】

取
組
の
検
証

事業実施における課題
※　KPI達成に向けた課題や問題となって
いる内容について記入してください。

課題に対する改善策
※　課題の対応策を記入してください。

令和４年度においては、３項目全てのＫＰＩに対
して実績が100％となった。

今後も関係機関と連携を図りながら、創業希望者の
ニーズ等を踏まえた支援を行う必要がある。
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⇒

基準値

第２期日置市まち・ひと・しごと創生総合戦略事業検証シート
（令和４年度実施分）

基本目標 基本目標①「働いてよし ひおき」～安心して働ける安定した「しごと」を創出する～

事 業 名 ②新規創業者スタートアップ支援事業 担当課名 商工観光課

事業内容 本市の地域活性化と産業振興を図るため、市内で創業する者に対して創業に要する経費の一部を支援します。

単位：円

当該年度の予算執行内容 区分
Ｒ２

（1年目）
Ｒ３

（2年目）
Ｒ４

（3年目）
Ｒ５

（4年目）
Ｒ６

（最終年）

基本目標における
数値目標

区分 数値目標

市内事業者従事者数
（経済センサス）

17,060人
（H28活動調査）

17,540人
（R6）

－

最終予算額 当初予算額

執行額 2,009,000 2,256,000 1,469,000 － －

新規創業者スタートアップ支
援事業費補助金（創業に要す
る経費の一部を支援）

予算額
2,500,000 2,500,000 2,500,000

当初予算額
2,500,000
当初予算額

受講者のうち創業又は
事業拡大につながった
数

４件
KPI 4件 4件 4件 4件 4件重

要
業
績
評
価
指
標
状
況

(

K
P
I

)

KPIの内容
Ｒ２

（1年目）
Ｒ３

（2年目）
Ｒ４

（3年目）

実績 5件 3件 4件 － －

評価（A～D） A Ｄ A － －

Ｒ５
（4年目）

Ｒ６
（最終年）

－ －

実績 － － － －

KPI － －

評価（A～D） － － － －

KPI － － － －

評価（A～D） － － － －

実績 － － － －

「取組の検証（上記）」を踏まえた今後の方向性
※　課題とその改善方策を踏まえ、次年度以降事業の見直しなどがあればその内容を記入してください。

成果・費用対効果を維持して継続して実施

※　KPIの評価は、以下の達成状況に応じてAからDを記入する。
　A：KPIに対して実績が100％以上　　　C：KPIに対して実績が89％～80％
　B：　　　　〃　　　　99％～90％　　D：　　　　〃　　 　80％未満
　

当該年度の取組内容と
事業効果
※　なるべく数字（金額、人
数等）を用いて記入してくだ
さい。

令和４年度新規創業者スタートアップ支援事業費補助金については、６事業者
（うち受講４事業者）が活用し、市内で創業した。

取
組
の
検
証

事業実施における課題
※　KPI達成に向けた課題や問題となって
いる内容について記入してください。

課題に対する改善策
※　課題の対応策を記入してください。

令和４年度においては、ＫＰＩに対して実績が
100％以上となった。

今後も関係機関と連携を図りながら、創業希望者の
ニーズ等を踏まえた支援を行う必要がある。
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⇒

基準値

第２期日置市まち・ひと・しごと創生総合戦略事業検証シート
（令和４年度実施分）

基本目標 基本目標①「働いてよし ひおき」～安心して働ける安定した「しごと」を創出する～

事 業 名
③工場等立地促進補助
（企業安定雇用創出補助金を含む）

担当課名 商工観光課

事業内容

市内に工場等を新設、増設又は移転する場合（一定の要件あり）に一定額の補助を行い企業等の規模拡大を支
援します。
（企業安定雇用創出補助金：雇用に重点を置き、新増移設の企業が地元で新規雇用を行う場合（一定要件有、
工場等立地促進補助との併用は不可）に補助金を交付します。）

単位：円

当該年度の予算執行内容 区分
Ｒ２

（1年目）
Ｒ３

（2年目）
Ｒ４

（3年目）
Ｒ５

（4年目）
Ｒ６

（最終年）

基本目標における
数値目標

区分 数値目標

市内事業者従事者数
（経済センサス）

17,060人
（H28活動調査）

17,540人
（R6）

－

最終予算額 当初予算額 当初予算額

執行額 29,671,000 0 22,709,000 － －

①エービーフーズシステム株式会社
の増設操業（R4.4.15）13,613,000
円
②株式会社省力化技研の増設操業
（R3.9.14）9,096,000円

予算額
29,671,000 0 60,000,000

60,000,000

企業誘致・増設件数
（立地協定件数）

１件/年
KPI 1件 1件 1件 1件 1件重

要
業
績
評
価
指
標
状
況

(

K
P
I

)

KPIの内容
Ｒ２

（1年目）
Ｒ３

（2年目）
Ｒ４

（3年目）

実績 0件 6件 4件 － －

評価（A～D） D A A － －

Ｒ５
（4年目）

Ｒ６
（最終年）

5人 5人

実績 10人 0人 14人 － －
補助金交付企業に係る
新規雇用者数

５人/年
KPI 5人 5人 5人

評価（A～D） A D A － －

KPI － － － －

評価（A～D） － － － －

実績 － － － －

「取組の検証（上記）」を踏まえた今後の方向性
※　課題とその改善方策を踏まえ、次年度以降事業の見直しなどがあればその内容を記入してください。

今後も引き続き誘致促進に努め、新たな企業立地及び市内企業の事業拡大（増築）に繋げるための企業支援を行い、新卒
者を含めた新規雇用の拡大に繋げていきたい。また市が保有する土地・建物以外に民間が所有する物件に対しても民間事
業者と連携を図りながら誘致に努めたい。
整備されたサテライトオフィス等への個人誘致など、これまでとは異なる誘致も展開していきたい。

※　KPIの評価は、以下の達成状況に応じてAからDを記入する。
　A：KPIに対して実績が100％以上　　　C：KPIに対して実績が89％～80％
　B：　　　　〃　　　　99％～90％　　D：　　　　〃　　 　80％未満
　

当該年度の取組内容と
事業効果
※　なるべく数字（金額、人
数等）を用いて記入してくだ
さい。

徳重工業団地１企業、清藤工業団地１企業、伊集院地域２企業、日吉地域１企業、東市
来地域１企業、吹上地域１企業の計７企業との商談を進め、全４企業（新設３、増設
１）との立地協定を締結した。また市外からの本社移転が２企業となった。新型コロナ
ウイルス感染症によるリモートワークなど企業の新たな働き方に対応するため個人誘致
も含めたサテライトオフィス等の廃校を活用した整備に対して支援を行った。

取
組
の
検
証

事業実施における課題
※　KPI達成に向けた課題や問題となって
いる内容について記入してください。

課題に対する改善策
※　課題の対応策を記入してください。

企業が新・増・移設するには様々な環境（適した地理、人材
雇用、補助金等）が整い初めて実行される。そのため行政機
関や民間企業など関係機関と連携を図りながら情報共有を行
い、ニーズ等を踏まえ継続的に支援を行う必要がある。

トップセールスも含めた商談等により、企業動向を把握し、企業が
求める内容に応じて民間企業も含めて情報提供を行う。また市内企
業、金融機関等で組織する「日置市異業種交流懇話会」への加入を
促し、会員間での情報共有を図ることで、新たなビジネスの掘り起
こしにつなげる。
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⇒

基準値

第２期日置市まち・ひと・しごと創生総合戦略事業検証シート
（令和４年度実施分）

基本目標 基本目標①「働いてよし ひおき」～安心して働ける安定した「しごと」を創出する～

事 業 名 ④合同企業説明会の開催 担当課名 商工観光課

事業内容
地元高校生が地元企業への理解や就職に向けて考える機会を創出するため、高校生及び社会人等を対象とした
合同企業説明会を開催して人材確保と地元雇用を目指す。

単位：円

当該年度の予算執行内容 区分
Ｒ２

（1年目）
Ｒ３

（2年目）
Ｒ４

（3年目）
Ｒ５

（4年目）
Ｒ６

（最終年）

基本目標における
数値目標

区分 数値目標

市内事業者従事者数
（経済センサス）

17,060人
（H28活動調査）

17,540人
（R6）

－

最終予算額 当初予算額 当初予算額

執行額 558,914 288,900 620,329 － －

送迎用バスリース代18,029円、
会場設営リース料291,500円、連
携中枢都市圏合同企業説明会負
担金310,800円

予算額
695,000 1,231,000 870,000

862,000

市内高校新卒全就職者に
占める日置市内への就職
者の割合（３ヶ年平均）

9.76%
KPI 10.00% 10.30% 10.50% 10.80% 11.00%重

要
業
績
評
価
指
標
状
況

(

K
P
I

)

KPIの内容
Ｒ２

（1年目）
Ｒ３

（2年目）
Ｒ４

（3年目）

実績 8.20% 6.40% 6.13% － －

評価（A～D） Ｃ Ｄ D － －

Ｒ５
（4年目）

Ｒ６
（最終年）

－ －

実績 93.80% － － － －

※参考　説明会参加の高
校生がアンケートで「参
考になった」と回答した
割合

90.2％
（H30）

KPI － － －

評価（A～D） － － － － －

KPI － － － － －

評価（A～D） － － － － －

実績 － － － － －

「取組の検証（上記）」を踏まえた今後の方向性
※　課題とその改善方策を踏まえ、次年度以降事業の見直しなどがあればその内容を記入してください。

かごしま連携中枢都市圏及び地元企業と連携しながら、企業セミナー、企業面談会及び企業見学会等の機会を継続的に実
施していく。

※　KPIの評価は、以下の達成状況に応じてAからDを記入する。
　A：KPIに対して実績が100％以上　　　C：KPIに対して実績が89％～80％
　B：　　　　〃　　　　99％～90％　　D：　　　　〃　　 　80％未満
　

当該年度の取組内容と
事業効果
※　なるべく数字（金額、人
数等）を用いて記入してくだ
さい。

・令和４年６月28日「企業の魅力説明会」高校就職指導担当者15人参加、企業31社参加
・令和５年１月９日「連携中枢都市圏合同企業説明会」日置市８社参加、120人参加
・令和５年２月８日「日置市異業種交流懇話会と吹上高校生との交流会」企業７社を工場見学　※交流会は、
中止。
・令和５年２月20日「しごと発見！高校生のための合同企業セミナー」高校２年生及び保護者 55人参加、企
業33社参加。

取
組
の
検
証

事業実施における課題
※　KPI達成に向けた課題や問題となって
いる内容について記入してください。

課題に対する改善策
※　課題の対応策を記入してください。

市内企業は、人材雇用の確保が困難になっている。事業継続のため
に外国人の雇用も増えている。地元雇用を定着させる上からも中学
校の職場体験や高校と市内企業との交流・情報共有が重要となって
くる。また企業側も採用に関する情報発信の方法を検討する必要が
ある。

高校生に対し地元企業の意識付けのために何が不足しているのか検証を行い、両者の積
極的な交流を図る必要がある。そのため「企業の魅力説明会」「異業種交流懇話会と吹
上高校との交流会」「合同企業セミナー」など様々な機会を契機に高校と企業との情報
交換や交流の場を有効活用する。また企業の採用担当者向けに採用に関する情報発信の
セミナー等を開催し企業の採用力の向上を図る。

4ページ



⇒

基準値

第２期日置市まち・ひと・しごと創生総合戦略事業検証シート
（令和４年度実施分）

基本目標 基本目標①「働いてよし ひおき」～安心して働ける安定した「しごと」を創出する～

事 業 名
⑤農林水産業の後継者、新規就業者及び担い手
農家への支援

担当課名 農林水産課

事業内容
農林水産業の後継者や新たに就業する者に対して、技術の習得から就業後の定着までの期間（後継者１年・新規
就業者2年）、生活費や所得の支援（一定額）を行います。

単位：円

当該年度の予算執行内容 区分
Ｒ２

（1年目）
Ｒ３

（2年目）
Ｒ４

（3年目）
Ｒ５

（4年目）
Ｒ６

（最終年）

基本目標における
数値目標

区分 数値目標

市内事業者従事者数
（経済センサス）

17,060人
（H28活動調査）

17,540人
（R6）

－

最終予算額 当初予算額

執行額 22,842,690 24,075,000 26,937,600 － －

Ｒ４年度実績
新規就農・後継者育成事業費:３名
1,320,000円

農業次世代人材投資事業：夫婦　１組
1,125,000円
単身　15組　21,750,000円

予算額
22,842,690 21,075,000

25,820,000 24,545,000

農林漁業の新規後継
者、新規就業者数

10人/年
KPI 10人 10人 10人 10人 10人重

要
業
績
評
価
指
標
状
況

(

K
P
I

)

KPIの内容
Ｒ２

（1年目）
Ｒ３

（2年目）
Ｒ４

（3年目）

実績 3人 ７人 6人 － －

評価（A～D） D D D － －

Ｒ５
（4年目）

Ｒ６
（最終年）

2回 2回

実績 13回 7回 6回 － －
農林水産業就労相談会
等の参加回数

２回/年
KPI 2回 2回 2回

評価（A～D） A A A － －

KPI － － － －

評価（A～D） － － － －

実績 － － － －

「取組の検証（上記）」を踏まえた今後の方向性
※　課題とその改善方策を踏まえ、次年度以降事業の見直しなどがあればその内容を記入してください。

ハウス骨材や肥料、材料費の高騰が新規就農を希望する方にとっても厳しい環境となっており、収益性を見直す必要がある。
　また、国の施策が見直され、初期投資に対する支援を活用した就農支援策を展開する。

※　KPIの評価は、以下の達成状況に応じてAからDを記入する。
　A：KPIに対して実績が100％以上　　　C：KPIに対して実績が89％～80％
　B：　　　　〃　　　　99％～90％　　D：　　　　〃　　 　80％未満
　

当該年度の取組内容と
事業効果
※　なるべく数字（金額、人
数等）を用いて記入してくだ
さい。

　新たに農業経営を開始された方は、施設野菜の２名が東市来地域で、施設花き１組（夫婦）が日吉
地域で、水稲主体の１名が吹上地域で就農、漁業に2名が就業されており、産地規模の拡大及び地域に
根差した担い手として期待される。
　また、雇用環境の変化により帰鹿等を希望する方から個別の相談が増えており、今後の就業者の増
加が期待される。

取
組
の
検
証

事業実施における課題
※　KPI達成に向けた課題や問題となって
いる内容について記入してください。

課題に対する改善策
※　課題の対応策を記入してください。

　雇用情勢によって就業希望者の増減があるた
め、安定した後継者・新規就業者の確保が不透
明。

　支援策等の情報発信に努めるとともに、関係機関・団体
と連携を図り、就業に向けた支援を継続する。
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⇒

基準値

第２期日置市まち・ひと・しごと創生総合戦略事業検証シート
（令和４年度実施分）

基本目標 基本目標①「働いてよし ひおき」～安心して働ける安定した「しごと」を創出する～

事 業 名 ⑥新規作物の開拓支援 担当課名 農林水産課

事業内容
１次産業の活性化や後継者、新規就農者の生産意欲の向上等を目的として、地域に適した新規作物の生産及び
拡大を支援します。

単位：円

当該年度の予算執行内容 区分
Ｒ２

（1年目）
Ｒ３

（2年目）
Ｒ４

（3年目）
Ｒ５

（4年目）
Ｒ６

（最終年）

薬草日置栽培部会
運営補助

予算額
100,000 90,000

90,000 －

最終予算額 当初予算額

執行額 100,000 90,000 90,000 － －

90,000

基本目標における
数値目標

区分 数値目標

市内事業者従事者数
（経済センサス）

17,060人
（H28活動調査）

17,540人
（R6）

Ｒ５
（4年目）

Ｒ６
（最終年）

薬草作物の新規農家数
７人

KPI 3人 3人 3人 2人 2人

KPIの内容
Ｒ２

（1年目）
Ｒ３

（2年目）
Ｒ４

（3年目）

実績

Ⅾ － －

4人 3人 2人

「取組の検証（上記）」を踏まえた今後の方向性
※　課題とその改善方策を踏まえ、次年度以降事業の見直しなどがあればその内容を記入してください。

栽培技術の確立と作業の機械化体系の確立を図り、面積と耕作者の増加を図り、産地化を目指すとともに共同選別上の設
置等作業の省力化に取り組む。

※　KPIの評価は、以下の達成状況に応じてAからDを記入する。
　A：KPIに対して実績が100％以上　　　C：KPIに対して実績が89％～80％
　B：　　　　〃　　　　99％～90％　　D：　　　　〃　　 　80％未満
　

当該年度の取組内容と
事業効果
※　なるべく数字（金額、人
数等）を用いて記入してくだ
さい。

栽培面積も3.6haから3.2haと面積が減少となった。出荷量としても、秋ごろの気温が高
いこと等による、花芽分化が適正にならなかったが、生産額は昨年度と同等であった。

取
組
の
検
証

事業実施における課題
※　KPI達成に向けた課題や問題となって
いる内容について記入してください。

課題に対する改善策
※　課題の対応策を記入してください。

栽培技術の向上と、選別作業の機械化により、近年と比較す
ると格段に労働力削減が図れている。
　しかしながら、令和４年度においては、栽培面積の拡大が
進まなかったことから、生産量向上をはかるべく、より一層
の機械化、作業の効率化を実施する。
　生産者自身が影響後の対策をほどこすことが出来るよう、
研修会等を重ねて目を養っていく必要がある。

令和４年度は、面積が0.4ha減少したが、生産量同等が出来たことか
ら、一定量の確保する生産者の技術が出来つつある。
　今後とも、生産面積を増やすために、労力の軽減を優先して図
り、生産性の向上につながる、栽培体制を目指す。

重
要
業
績
評
価
指
標
状
況

(

K
P
I

)

－ －

評価（A～D） Ａ Ａ
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⇒

基準値

第２期日置市まち・ひと・しごと創生総合戦略事業検証シート
（令和４年度実施分）

基本目標 基本目標①「働いてよし ひおき」～安心して働ける安定した「しごと」を創出する～

事 業 名 ⑦農業ＩｏＴの活用 担当課名 農林水産課

事業内容 農業IｏTを活用し、篤農家の栽培技術を共有し、新規就農者の確保と生産性の向上を図ります。

単位：円

当該年度の予算執行内容 区分
Ｒ２

（1年目）
Ｒ３

（2年目）
Ｒ４

（3年目）
Ｒ５

（4年目）
Ｒ６

（最終年）

基本目標における
数値目標

区分 数値目標

市内事業者従事者数
（経済センサス）

17,060人
（H28活動調査）

17,540人
（R6）

－

最終予算額 当初予算額

執行額 － - - － －

-
予算額

－ －
- -

いちご若手農家の収量
（単収）をいちご部会全
体平均まで向上

3,100㎏
KPI 3,100㎏ 3,150㎏ 3,200㎏ 3,250㎏ 3,300㎏重

要
業
績
評
価
指
標
状
況

(

K
P
I

)

KPIの内容
Ｒ２

（1年目）
Ｒ３

（2年目）
Ｒ４

（3年目）

実績 3,757㎏ 3,930kg R5.9算定予定 － －

評価（A～D） Ａ A － －

Ｒ５
（4年目）

Ｒ６
（最終年）

－ －

実績 － 330百万円 － － －
いちご部会全体の単収
を５％アップ

209百万円
KPI － 220百万円 －

評価（A～D） － － － － －

いちご部会全体の販売
高15％増

209百万円
KPI － － 241百万円 － －

評価（A～D） － － － － －

実績 － － R5.9算定予定 － －

「取組の検証（上記）」を踏まえた今後の方向性
※　課題とその改善方策を踏まえ、次年度以降事業の見直しなどがあればその内容を記入してください。

　部会員への環境制御の定義と制御技術のポイントについて、理解促進に努めるとともに、環境制御を実践された優良事
例の収集と技術の周知による単収の高位平準化を図る。

※　KPIの評価は、以下の達成状況に応じてAからDを記入する。
　A：KPIに対して実績が100％以上　　　C：KPIに対して実績が89％～80％
　B：　　　　〃　　　　99％～90％　　D：　　　　〃　　 　80％未満
　

当該年度の取組内容と
事業効果
※　なるべく数字（金額、人
数等）を用いて記入してくだ
さい。

　いちご研究会とともに環境制御技術マニュアルを作成し、炭酸ガスの有効活用による
年内収量の増加及び厳寒期の生育促進に努めた。

取
組
の
検
証

事業実施における課題
※　KPI達成に向けた課題や問題となって
いる内容について記入してください。

課題に対する改善策
※　課題の対応策を記入してください。

e-kakashiでのモニタリングは管理の現状が見え
る化されたことで生産者の管理に変化が現れてき
つつあるが、システム上での管理までは行えてい
ない。

　マニュアルに基づく作物生理の理解促進とコストを抑えた
環境制御装置の導入による環境制御による効果の最大化を目
指す。
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⇒

基準値

林業の素材生産量

第２期日置市まち・ひと・しごと創生総合戦略事業検証シート
（令和４年度実施分）

基本目標 基本目標①「働いてよし ひおき」～安心して働ける安定した「しごと」を創出する～

事 業 名
⑧日置市らしさを感じる魅力と活力あふれるま
ちづくり計画（林業）

担当課名 農林水産課

事業内容
国道３号・270号を中心に主要地方道や県道にアクセスする市道24路線及び林道２路線の道路拡張等を行うこ
とにより、観光資源を結ぶ効率的な道路網のネットワーク化をはじめ、森林施業における効率化を図ります。

単位：円

当該年度の予算執行内容 区分
Ｒ２

（1年目）
Ｒ３

（2年目）
Ｒ４

（3年目）
Ｒ５

（4年目）
Ｒ６

（最終年）

－

－

最終予算額 最終予算額 最終予算額 当初予算額

Ｒ２
（1年目）

Ｒ３
（2年目）

－

基本目標における
数値目標

区分 数値目標

市内事業者従事者数
（経済センサス）

17,060人
（H28活動調査）

17,540人
（R6）

Ｒ５
（4年目）

Ｒ６
（最終年）

実施設計L=1.0km

立木補償N=1式
工事L=164.5m

予算額
4,620,000 81,996,000 132,227,000 109,156,000

執行額 4,620,000 22,553,000 64,378,415

－ － － －

KPI － －

15,063㎥実績

－

－ －

評価（A～D） Ｄ Ｄ C

16,500㎥
KPI 16,600㎥ 16,700㎥ 16,800㎥ 16,900㎥ 17,000㎥

※　KPIの評価は、以下の達成状況に応じてAからDを記入する。
　A：KPIに対して実績が100％以上　　　C：KPIに対して実績が89％～80％
　B：　　　　〃　　　　99％～90％　　D：　　　　〃　　 　80％未満
　

当該年度の取組内容と
事業効果
※　なるべく数字（金額、人
数等）を用いて記入してくだ
さい。

実施設計L=1.0kmを契約した。
繰越予算において、立木補償N=1式、工事(施工延長L=164.5m)を実施した。

取
組
の
検
証

事業実施における課題
※　KPI達成に向けた課題や問題となって
いる内容について記入してください。

課題に対する改善策
※　課題の対応策を記入してください。

平成25年からの５年間で林業就農者が20％程度減少し
てきている。また高性能林道機械が入らず搬出の際に
迂回する現状にあるため、木材搬出が非効率化してお
り早急な整備が求められている。

林道整備により高性能林道機械等を使用した効率的かつ低コストな
施業により林業・木材産業の生産活動の向上を図る。また、国道・
県道と繋がる市道との一体化により、観光資源がネットワーク化さ
れ観光客数の増加や住民の利便性の向上を図る。

評価（A～D） － －

重
要
業
績
評
価
指
標
状
況

(

K
P
I

)

KPIの内容

11,256㎥ 6,389㎥

Ｒ４
（3年目）

－

－ －

KPI

－ － －

「取組の検証（上記）」を踏まえた今後の方向性
※　課題とその改善方策を踏まえ、次年度以降事業の見直しなどがあればその内容を記入してください。

整備に向け計画的に進めている。

－ － － －

評価（A～D） － － － －

実績 －

－ －

実績
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⇒

基準値

第２期日置市まち・ひと・しごと創生総合戦略事業検証シート
（令和４年度実施分）

基本目標 基本目標①「働いてよし ひおき」～安心して働ける安定した「しごと」を創出する～

事 業 名 ⑨商品開発支援事業 担当課名 商工観光課

事業内容
日置市らしい商品の開発により、ひおきブランドを確立し、地域活性化及び産業の振興を図るため、本市の特
色を生かした商品の開発を行う事業者に対し、その商品開発等に係る経費の一部を支援します。

単位：円

当該年度の予算執行内容 区分
Ｒ２

（1年目）
Ｒ３

（2年目）
Ｒ４

（3年目）
Ｒ５

（4年目）
Ｒ６

（最終年）

基本目標における
数値目標

区分 数値目標

市内事業者従事者数
（経済センサス）

17,060人
（H28活動調査）

17,540人
（R6）

－

最終予算額 当初予算額

執行額 283,000 943,000 761,000 － －

商品開発支援事業費補助金
（商品開発等に係る経費の一
部を支援）

予算額
1,000,000 1,000,000 1,000,000

当初予算額
1,000,000
当初予算額

新商品開発件数（商品
開発支援事業費補助金
活用件数）

2件/年
KPI 2件 2件 2件 2件 2件重

要
業
績
評
価
指
標
状
況

(

K
P
I

)

KPIの内容
Ｒ２

（1年目）
Ｒ３

（2年目）
Ｒ４

（3年目）

実績 2件 5件 4件 － －

評価（A～D） A A A － －

Ｒ５
（4年目）

Ｒ６
（最終年）

－ －

実績 － － － －

KPI － －

評価（A～D） － － － －

KPI － － － －

評価（A～D） － － － －

実績 － － － －

「取組の検証（上記）」を踏まえた今後の方向性
※　課題とその改善方策を踏まえ、次年度以降事業の見直しなどがあればその内容を記入してください。

成果・費用対効果を維持し、継続して実施

※　KPIの評価は、以下の達成状況に応じてAからDを記入する。
　A：KPIに対して実績が100％以上　　　C：KPIに対して実績が89％～80％
　B：　　　　〃　　　　99％～90％　　D：　　　　〃　　 　80％未満
　

当該年度の取組内容と
事業効果
※　なるべく数字（金額、人
数等）を用いて記入してくだ
さい。

令和４年度商品開発支援事業費補助金については、４つの事業者が活用し、本市
の特色を生かした商品開発を行った。

取
組
の
検
証

事業実施における課題
※　KPI達成に向けた課題や問題となって
いる内容について記入してください。

課題に対する改善策
※　課題の対応策を記入してください。

令和４年度においては、ＫＰＩに対して実績が100％以上と
なった。令和４年度は補助事業を活用した事業者数が昨年と
比較し１件減少した。事業の周知や支援を必要とする事業者
への適切な支援が課題と考えられる。

多くの事業者が本補助金を活用し、新商品開発による販路拡大や売
上向上等につながる取組の一助となるよう、関係機関とも協力し事
業の周知を図る。令和５年度も、令和４年度と同程度の実績を残せ
るよう取組みを強化する。
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⇒

基準値

第２期日置市まち・ひと・しごと創生総合戦略事業検証シート
（令和４年度実施分）

基本目標 基本目標①「働いてよし ひおき」～安心して働ける安定した「しごと」を創出する～

事 業 名 ⑩薩摩國広域輸出促進事業 担当課名 商工観光課

事業内容
輸出機運と商機会の造成を推進するため、自主的なターゲット国でのフェアをはじめ、商談会や輸出セミナー
を開催するとともに、県貿易協会等と連携した地域産品のプロモーション事業を行うことで、物流構築の強化
と観光資源のPRを一体的に展開します。

単位：円

当該年度の予算執行内容 区分
Ｒ２

（1年目）
Ｒ３

（2年目）
Ｒ４

（3年目）
Ｒ５

（4年目）
Ｒ６

（最終年）

基本目標における
数値目標

区分 数値目標

市内事業者従事者数
（経済センサス）

17,060人
（H28活動調査）

17,540人
（R6）

－

最終予算額 当初予算額

執行額 500,000 964,000 1,000,000 － －

薩摩國広域輸出促進協議会負
担金

予算額
1,000,000 1,000,000

1,000,000 1,000,000

薩摩國広域輸出促進事
業に係る商談数
（Ｒ４まで）

2件/年
KPI 2件 2件 2件 － －

重
要
業
績
評
価
指
標
状
況

(

K
P
I

)

KPIの内容
Ｒ２

（1年目）
Ｒ３

（2年目）
Ｒ４

（3年目）

実績 8件 3件 5件 － －

評価（A～D） A A A － －

Ｒ５
（4年目）

Ｒ６
（最終年）

－ －

実績 4件 20件 15件 － －
薩摩國広域輸出促進事
業に係る成約数
（Ｒ４まで）

１件/年
KPI 1件 1件 1件

評価（A～D） A A A － －

※参考　薩摩國広域輸出促
進事業に係る川内港食品輸
出取扱い金額

814,073千円
（H30）

KPI 819,073千円 824,073千円 829,073千円 － －

評価（A～D） － － － － －

実績 466,037千円 207,201千円 258,511千円 － －

－ －

実績 543,675円 446,856円 728,914円 － －
※参考　薩摩國広域輸出促
進事業に係る売上金額
（フェア）

0円
KPI 200,000円 200,000円 200,000円

評価（A～D） － － －

「取組の検証（上記）」を踏まえた今後の方向性
※　課題とその改善方策を踏まえ、次年度以降事業の見直しなどがあればその内容を記入してください。

　ターゲット国としては、日本産農林水産物の主力輸出先であるＡＳＥＡＮ地域の中心となる国を重視し、その
ターゲット国への海外輸出プロモーション事業や、ジェトロ鹿児島・鹿児島県等と連携及び協力した事業を展開
予定。また、「afterコロナ」を見据え、オンラインを活用した商談についても今後は積極的に行っていく。

※　KPIの評価は、以下の達成状況に応じてAからDを記入する。
　A：KPIに対して実績が100％以上　　　C：KPIに対して実績が89％～80％
　B：　　　　〃　　　　99％～90％　　D：　　　　〃　　 　80％未満
　

－ －

当該年度の取組内容と
事業効果
※　なるべく数字（金額、人
数等）を用いて記入してくだ
さい。

　薩摩川内市及び阿久根市、本市の３市で薩摩國広域輸出促進協議会を設立し、事業開
始。令和４年度は、貿易への機運等を高めるため、事業者向けの「貿易促進セミナー」を
阿久根市で開催。また、県と連携し「うんまか鹿児島輸出商談会」をオンラインで実施
し、台湾で展開する百貨店でトップセールスによる物産展も開催した。

取
組
の
検
証

事業実施における課題
※　KPI達成に向けた課題や問題となって
いる内容について記入してください。

課題に対する改善策
※　課題の対応策を記入してください。

新型コロナウイルス感染拡大の影響により、昨年は見
送られた市長によるトップセールスを行う事が出来た
が、フェアの際に出品した商品が、継続して商品が売
れているかどうか不明瞭である。

フェア後も継続して取り扱われていけるような仕組みづくり
やトップセールスに限らずＥＣサイトやライブコマース等の
オンラインを活用した新たな取り組みにも挑戦していく必要
がある。
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⇒

基準値

第２期日置市まち・ひと・しごと創生総合戦略事業検証シート
（令和４年度実施分）

基本目標 基本目標①「働いてよし ひおき」～安心して働ける安定した「しごと」を創出する～

事 業 名 ⑪オリーブ産業プロジェクト 担当課名 農林水産課

事業内容
新たな産業創出として始まったオリーブを生産・加工・流通までの６次産業化の更なる体制を構築させること
で、担い手農家のための基幹作物の位置付けをはじめ、新商品開発やイベントを通じた消費喚起による地域経
済の活性化を図ります。

単位：円

当該年度の予算執行内容 区分
Ｒ２

（1年目）
Ｒ３

（2年目）
Ｒ４

（3年目）
Ｒ５

（4年目）
Ｒ６

（最終年）

基本目標における
数値目標

区分 数値目標

市内事業者従事者数
（経済センサス）

17,060人
（H28活動調査）

17,540人
（R6）

－

最終予算額 最終予算額

執行額 3,540,000 10,586,000 8,701,898 － －

試験圃場の管理、部会運営補
助、小豆島からの講師謝金、全
国オリーブサミットinひおき運
営費、栽培技術デジタル化事業
業務委託

予算額
3,889,000 14,680,000

9,247,000 3,387,000

オリーブの植栽本数

650本 KPI 720本 790本 860本 930本 1,000本重
要
業
績
評
価
指
標
状
況

(

K
P
I

)

KPIの内容
Ｒ２

（1年目）
Ｒ３

（2年目）
Ｒ４

（3年目）

実績 362本 74本 52本 － －

評価（A～D） D D D － －

Ｒ５
（4年目）

Ｒ６
（最終年）

11,268㎏ 13,080㎏

実績 499kg 2326kg 2,460kg － －オリーブの収穫量
4,020㎏

KPI 5,832㎏ 7,644㎏ 9,456㎏

評価（A～D） D D D － －

オリーブ栽培農家数
10人/年

KPI 10人 10人 10人 10人 10人

評価（A～D） A D D － －

実績 11人 2 4 － －

「取組の検証（上記）」を踏まえた今後の方向性
※　課題とその改善方策を踏まえ、次年度以降事業の見直しなどがあればその内容を記入してください。

・DX技術等を活用した各時期ごとの管理作業の周知及び技術の確立。
・ほ場巡回による適期作業の栽培指導。
・総収量の向上に向けて１本当たりの収量増を目指す。

※　KPIの評価は、以下の達成状況に応じてAからDを記入する。
　A：KPIに対して実績が100％以上　　　C：KPIに対して実績が89％～80％
　B：　　　　〃　　　　99％～90％　　D：　　　　〃　　 　80％未満
　

当該年度の取組内容と
事業効果
※　なるべく数字（金額、人
数等）を用いて記入してくだ
さい。

令和４年度は、梅雨入りが例年より10日程度遅くなったことで、受粉の期待が高まった
が品種間で開花の格差が発生し、受粉にばらつきが生じた。収穫量は、前年度2,326kg対
して2,460kgであった。オイルの搾油については、従来より鮮度を重視しフレッシュなオ
イルを目指し若い実を収穫したことにより、搾油率が7.18％から6.15％となった。

取
組
の
検
証

事業実施における課題
※　KPI達成に向けた課題や問題となって
いる内容について記入してください。

課題に対する改善策
※　課題の対応策を記入してください。

収穫は、天候等の影響を受けやすいため、台風対策等
及び適期管理作業の周知
新規栽培農家への推進及び既存農家の収穫量の確保が
課題である。

薬剤散布による病害虫被害からの樹体及び実を守るため、試験圃場
はもとより部会員圃場で適期管理対策を月１回周知する。
適期管理作業のための定期的な巡回を行い、個別指導を行う。
DX技術（栽培技術の映像）を配信し、部会員の技術向上を図る。
新規栽培希望者向けに説明会を実施する。
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⇒

基準値

※　参考　母子保健事
業での不妊治療件数

第２期日置市まち・ひと・しごと創生総合戦略事業検証シート
（令和４年度実施分）

基本目標 基本目標②「住んでよし ひおき」～若い世代の結婚・出産・子育ての希望をかなえる～

事 業 名 ⑫母子保健事業（不妊治療関係事業） 担当課名 健康保険課

事業内容

・安心して子どもを生み育てることのできる環境づくりを推進するとともに、不妊に悩む夫婦の精神的負担及
び経済的負担の軽減を図るため、不妊治療の助成を行います。
・産後の体調や育児に不安のある母子を対象に、心身のケアや子育て環境を整えるノウハウなどの支援を受け
られるよう助産所等の入所費用の一部助成を行います。

単位：円

当該年度の予算執行内容 区分
Ｒ２

（1年目）
Ｒ３

（2年目）
Ｒ４

（3年目）
Ｒ５

（4年目）
Ｒ６

（最終年）

－

－

最終予算額 当初予算額 当初予算額 当初予算額

Ｒ２
（1年目）

Ｒ３
（2年目）

－

基本目標における
数値目標

区分 数値目標

合計特殊出生率
（５年平均）

1.62
（H29）

1.68
（R6）

Ｒ５
（4年目）

Ｒ６
（最終年）

【母子保健事業】
・特定不妊、一般不妊治療助
成事業
・産後ケア事業（宿泊・日帰
り・訪問）

予算額
6,982,000 8,100,000 10,130,000 11,020,000

執行額 5,362,340 6,238,866 3,564,940

55% 55% － －

KPI － － －

49人実績

－

－ －

評価（A～D） － － －

68件
（H30）

KPI － － － － －

※　KPIの評価は、以下の達成状況に応じてAからDを記入する。
　A：KPIに対して実績が100％以上　　　C：KPIに対して実績が89％～80％
　B：　　　　〃　　　　99％～90％　　D：　　　　〃　　 　80％未満
　

当該年度の取組内容と
事業効果
※　なるべく数字（金額、人
数等）を用いて記入してくだ
さい。

【母子保健事業】
・妊娠率：妊娠に至った件数27件/49件（一般不妊治療35件実人数+特定不妊治療12件実
人数+新制度2件実人数）＝55％
・R3合計特殊出生率：1.7.
・R4年度から特定不妊治療も保険診療の対象となったことから、県の助成事業が廃止。
そのため市の助成内容を見直した。
産後ケアの利用状況は15人から22人に増加している。

取
組
の
検
証

事業実施における課題
※　KPI達成に向けた課題や問題となって
いる内容について記入してください。

課題に対する改善策
※　課題の対応策を記入してください。

・不妊治療の助成制度が変わったことへの戸惑いや新
制度についてまだ知らない方もいる可能性がある。
・産後ケアの利用人数は増加傾向だが、課税世帯者の
利用がほとんどであり、利用料の負担が利用者増加の
妨げになっている可能性がある。

・不妊治療の新制度について、広報誌やHPへの掲載、医療機
関への周知など広く広報していく。
・産後ケアの利用者負担額の減額。広報。

評価（A～D） － － －

重
要
業
績
評
価
指
標
状
況

(

K
P
I

)

KPIの内容

68人 65人

Ｒ４
（3年目）

－

－ －

KPI －

－ － －

※　参考　母子保健事
業利用者の妊娠率

44.1％
（H30）

「取組の検証（上記）」を踏まえた今後の方向性
※　課題とその改善方策を踏まえ、次年度以降事業の見直しなどがあればその内容を記入してください。

不妊治療・産後ケアともに制度の普及啓発を広く行い、利用しやすい環境を整備していく。

－ － － －

評価（A～D） － － － － －

実績 － －

－ －

実績 44.9%
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⇒

基準値

子育て世代（25～39歳）
の人数（住民基本台帳）
※毎年1月1日基準

第２期日置市まち・ひと・しごと創生総合戦略事業検証シート
（令和４年度実施分）

基本目標 基本目標②「住んでよし ひおき」～若い世代の結婚・出産・子育ての希望をかなえる～

事 業 名 ⑬マタニティボックス配布事業 担当課名 健康保険課

事業内容
赤ちゃんの誕生を祝い、今後の健やかな成長を願うことを目的として、地元企業と連携し赤ちゃんグッズ等が
入ったマタニティボックスを配布することで子育てしやすいまちづくりを目指します。

単位：円

当該年度の予算執行内容 区分
Ｒ２

（1年目）
Ｒ３

（2年目）
Ｒ４

（3年目）
Ｒ５

（4年目）
Ｒ６

（最終年）

－

－

最終予算額 当初予算額 当初予算額 当初予算額

Ｒ２
（1年目）

Ｒ３
（2年目）

－

基本目標における
数値目標

区分 数値目標

合計特殊出生率
（５年平均）

1.62
（H29）

1.68
（R6）

Ｒ５
（4年目）

Ｒ６
（最終年）

赤ちゃんが生まれた世帯に、
子育てに必要な実用品等を詰
め合わせた「マタニティボッ
クスひおきコウノトリ便」を
配布

予算額
7,000,000 7,000,000 7,000,000 5,000,000

執行額 7,000,000 7,000,000 7,000,000

93% 94% － －

KPI 90％以上 90％以上 90％以上

5,730人実績

－

－ －

評価（A～D） A A A

6,233人
KPI 6,046人 5,865人 5,689人 5,518人 5,352人

※　KPIの評価は、以下の達成状況に応じてAからDを記入する。
　A：KPIに対して実績が100％以上　　　C：KPIに対して実績が89％～80％
　B：　　　　〃　　　　99％～90％　　D：　　　　〃　　 　80％未満
　

当該年度の取組内容と
事業効果
※　なるべく数字（金額、人
数等）を用いて記入してくだ
さい。

・出生届出時に全数手渡しした。アンケートでは「満足」「やや満足」と回答した方が
94％で、「育児に必要なものがたくさん入っていて助かった」「他の市にはない贈り物で
日置市で産んでよかった」との喜びの声が多数あった。
・R3合計特殊出生率：1.7.

取
組
の
検
証

事業実施における課題
※　KPI達成に向けた課題や問題となって
いる内容について記入してください。

課題に対する改善策
※　課題の対応策を記入してください。

喜びの声の反面、「消耗品や商品券の方が良い」「箱
が大きすぎる」などの不満の声もあった。今後、内容
の検討が必要。

日置市らしさのある内容は残しつつも、内容の一部をクーポ
ン化し、箱のサイズを小さくすることを検討する。

評価（A～D） A A A

重
要
業
績
評
価
指
標
状
況

(

K
P
I

)

KPIの内容

6,057人 6,885人

Ｒ４
（3年目）

－

－ －

KPI －

－ － －

マタニティボックスの満
足度（満足・やや満足と
回答された方の割合）

90.00%

「取組の検証（上記）」を踏まえた今後の方向性
※　課題とその改善方策を踏まえ、次年度以降事業の見直しなどがあればその内容を記入してください。

他市にない取り組みであり市民の満足度も高いことから、市民のニーズを把握し、かつ市内企業との連携を図りながら今後
も事業を継続する。

－ － － －

評価（A～D） － － － － －

実績 － －

90％以上 90％以上

実績 97%
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⇒

基準値

第２期日置市まち・ひと・しごと創生総合戦略事業検証シート
（令和４年度実施分）

基本目標 基本目標②「住んでよし ひおき」～若い世代の結婚・出産・子育ての希望をかなえる～

事 業 名 ⑭子ども医療費の助成 担当課名 こども未来課

事業内容 経済的負担の軽減を図るため、子ども医療費の助成を「中学卒業まで」引き続き実施します。

単位：円

当該年度の予算執行内容 区分
Ｒ２

（1年目）
Ｒ３

（2年目）
Ｒ４

（3年目）
Ｒ５

（4年目）
Ｒ６

（最終年）

－

－

最終予算額 当初予算額 当初予算額 当初予算額

Ｒ２
（1年目）

Ｒ３
（2年目）

－

基本目標における
数値目標

区分 数値目標

合計特殊出生率
（５年平均）

1.62
（H29）

1.68
（R6）

Ｒ５
（4年目）

Ｒ６
（最終年）

保険料診療に係る一部負担金
の助成

予算額
127,700,000 144,000,000 144,000,000 144,000,000

執行額 127,764,911 133,069,419 141,789,476

－ － － －

KPI － － －

－実績

－

－ －

評価（A～D） － － －

KPI － － － － －

※　KPIの評価は、以下の達成状況に応じてAからDを記入する。
　A：KPIに対して実績が100％以上　　　C：KPIに対して実績が89％～80％
　B：　　　　〃　　　　99％～90％　　D：　　　　〃　　 　80％未満
　

当該年度の取組内容と
事業効果
※　なるべく数字（金額、人
数等）を用いて記入してくだ
さい。

３月末（実績見込）　21,200件　141,789,476円

取
組
の
検
証

事業実施における課題
※　KPI達成に向けた課題や問題となって
いる内容について記入してください。

課題に対する改善策
※　課題の対応策を記入してください。

他の制度（ひとり親家庭医療費助成制度、重度心
身障がい者医療費助成制度、災害共済給付制度、
健康保険組合等）との重複防止策を講じる。

関係課及び関係機関との連携。

評価（A～D） － － －

重
要
業
績
評
価
指
標
状
況

(

K
P
I

)

KPIの内容

－ －

Ｒ４
（3年目）

－

－ －

KPI －

－ － －

「取組の検証（上記）」を踏まえた今後の方向性
※　課題とその改善方策を踏まえ、次年度以降事業の見直しなどがあればその内容を記入してください。

成果・費用対効果の向上に努めつつ継続実施

－ － － －

評価（A～D） － － － － －

実績 － －

－ －

実績 －
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⇒

基準値

「取組の検証（上記）」を踏まえた今後の方向性
※　課題とその改善方策を踏まえ、次年度以降事業の見直しなどがあればその内容を記入してください。

・　小中一貫教育の研修会において、それぞれの学校の取組内容を共有できる機会を作る。
・　「小・中一貫教育」に係る３つの校区（吹上中校区（R6～R7）、土橋中校区（R5～R6）、東市来中校区（R5～R6）の
２年間の取組を計画的に行い、研究の成果を日置市の教職員に還元する研究公開を令和６年度以降に計画する。

※　KPIの評価は、以下の達成状況に応じてAからDを記入する。
　A：KPIに対して実績が100％以上　　　C：KPIに対して実績が89％～80％
　B：　　　　〃　　　　99％～90％　　D：　　　　〃　　 　80％未満
　

当該年度の取組内容と
事業効果
※　なるべく数字（金額、人
数等）を用いて記入してくだ
さい。

「ひおき学」「環境」等の学習ブックを配布し、各学校で指導を行った。また、「わが
町ひおき検定」を行い、全校（22校）で2243人（前年度＋701）の児童生徒が取り組ん
だ。なお、小中一貫教育に係る学校間兼務は、67件（前年+20件）だった。さらに、日吉
学園校区・伊集院中校区・伊集院北中校区のそれぞれの校区において、合計225人の学校
関係者に研究の成果を披露した。

取
組
の
検
証

事業実施における課題
※　KPI達成に向けた課題や問題となって
いる内容について記入してください。

課題に対する改善策
※　課題の対応策を記入してください。

　今後は、アフター・コロナに向けて、小中一貫教育
や職員研修の更なる充実を図る。

　小・中一貫教育に関する全体研修を年２回，中学校区ごと
の研修を年３回（６月，８月，２月）計画し，児童生徒の実
態に即した細やかな「ひおき学」が実現できるようにＰＤＣ
Ａサイクルに則った運営を行う。

「ひおき学」に係る市
民への周知（情報発
信）

２回/年
KPI ２回 ２回 ２回 ２回 ２回

評価（A～D） A A A － －

実績 ２回 ７回 ８回 － －

－ 53.60% 43.50% － －

子どもが地域の行事に参
加した割合（全国学力・
学習状況調査）
中学生

県平均
54.2％

KPI 54.20% 54.20% 54.20%

評価（A～D） － B C － －

72.70%重
要
業
績
評
価
指
標
状
況

(

K
P
I

)

KPIの内容
Ｒ２

（1年目）
Ｒ３

（2年目）
Ｒ４

（3年目）

実績 － 80% 73.1 － －

評価（A～D） － A A － －

Ｒ５
（4年目）

Ｒ６
（最終年）

54.20% 54.20%

実績

予算額
2,524,000 2,991,000

2,534,000 2,693,000

子どもが地域の行事に参
加した割合（全国学力・
学習状況調査）
小学生

県平均
72.7％

KPI 72.70% 72.70% 72.70% 72.70%

単位：円

当該年度の予算執行内容 区分
Ｒ２

（1年目）
Ｒ３

（2年目）
Ｒ４

（3年目）
Ｒ５

（4年目）
Ｒ６

（最終年）

基本目標における
数値目標

区分 数値目標

合計特殊出生率
（５年平均）

1.62
（H29）

1.68
（R6）

－

最終予算額 当初予算額

執行額 1,923,220 2,410,138 2,450,332 － －

印刷製本・補助金

第２期日置市まち・ひと・しごと創生総合戦略事業検証シート
（令和４年度実施分）

基本目標 基本目標②「住んでよし ひおき」～若い世代の結婚・出産・子育ての希望をかなえる～

事 業 名 ⑮ひおきふるさと教育の推進 担当課名 学校教育課

事業内容
本市の伝統文化、人物、自然や産業といった魅力ある素材を学習内容とした授業を展開し、児童生徒がふるさ
とに対する理解を深め、その学習活動を通して、「礼節」、「郷土愛」、「自然愛」、「奉仕」といった道徳
性を身につけられるよう風格ある教育を推進します。
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当初予算額

⇒

基準値

「取組の検証（上記）」を踏まえた今後の方向性
※　課題とその改善方策を踏まえ、次年度以降事業の見直しなどがあればその内容を記入してください。

・子ども支援センターの総合相談窓口（ワンストップ）としての機能を一層高めたい。不登校児童生徒には学校と連携し
て，きめ細かい電話相談・家庭訪問に努めたい。また，虐待等緊急性の高い相談に対しては，こども未来課（子ども家庭総
合支援拠点）と連携して迅速な対応に努めたい。そのため，「サポート会議」「教育相談員等連絡会」等を通して，各課及
び支援者間の情報共有・支援方針の相互確認に努めていきたい。

※　KPIの評価は、以下の達成状況に応じてAからDを記入する。
　A：KPIに対して実績が100％以上　　　C：KPIに対して実績が89％～80％
　B：　　　　〃　　　　99％～90％　　D：　　　　〃　　 　80％未満
　

当該年度の取組内容と
事業効果
※　なるべく数字（金額、人
数等）を用いて記入してくだ
さい。

・講演会は，ZOOM活用によりリモートでの参加も取り入れて実施（8/19，参加者１０９人），指導者研修会
は，講義方式で（10/6，参加者３３人）実施した。コロナ禍により，相談時は３密を避けるなど配慮すべきこ
とも多かったが，教育相談員による巡回訪問（４２７回），ＳＳＷによる学校訪問（５２８回），臨床心理士
によるカウンセリング及び相談員等とのコンサルテーション（２４３回）等を行い，児童生徒や保護者等から
の様々な相談に対応してきた。令和４年度は年間相談者数（３２６人）延べ相談回数（５３２２回）だった。

取
組
の
検
証

事業実施における課題
※　KPI達成に向けた課題や問題となって
いる内容について記入してください。

課題に対する改善策
※　課題の対応策を記入してください。

・学校関係では不登校児童生徒の増加，家庭環境では虐待や
保護者のメンタル面や生活困窮に関する相談，発達障害のあ
る子どもに関する相談など，長い期間支援することが必要な
ものが増えている。関係課・各機関等と連携して将来を見据
えた重層的支援が必要である。

・虐待事案や要支援家庭の支援（R4 虐待等の養護相談３６件）の
ため，こども未来課（子ども家庭総合支援拠点）と連携して，地域
連絡会（支所単位でのケース会議 年12回）や要対協実務者会議
（年３回）を児童相談所や警察署，児童養護施設，主任児童委員等
を交えて開催している。

KPI － － － － －

評価（A～D） － － － － －

実績 － － － － －

79.66% 77.19% 75.46% － －
子ども支援センターの
相談に対する改善割合

80.00%
KPI 80.00% 80.00% 80.00%

評価（A～D） Ｂ Ｂ Ｂ － －

1回重
要
業
績
評
価
指
標
状
況

(

K
P
I

)

KPIの内容
Ｒ２

（1年目）
Ｒ３

（2年目）
Ｒ４

（3年目）

実績 1回 1回 2回 － －

評価（A～D） Ａ Ａ Ａ － －

Ｒ５
（4年目）

Ｒ６
（最終年）

80.00% 80.00%

実績

子ども支援センター事業費
ふれあい教室事業費

予算額
14,724,000 10,023,000 10,847,000 10,838,000

子ども支援センター支
援者に対する研修会の
開催数

－
KPI 1回 1回 1回 1回

単位：円

当該年度の予算執行内容 区分
Ｒ２

（1年目）
Ｒ３

（2年目）
Ｒ４

（3年目）
Ｒ５

（4年目）
Ｒ６

（最終年）

基本目標における
数値目標

区分 数値目標

合計特殊出生率
（５年平均）

1.62
（H29）

1.68
（R6）

－

最終予算額 最終予算額 当初予算額

執行額 14,316,890 9,387,216 10,971,859 － －

第２期日置市まち・ひと・しごと創生総合戦略事業検証シート
（令和４年度実施分）

基本目標 基本目標②「住んでよし ひおき」～若い世代の結婚・出産・子育ての希望をかなえる～

事 業 名 ⑯子ども支援センターの充実 担当課名 学校教育課

事業内容
・臨床心理士の配置等により子どもたちやその保護者に対するきめ細かい相談支援体制の強化を図ります。
・各種相談機関との連携をはじめ、総合的な相談支援の充実と強化に取り組みます。
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⇒

基準値

「取組の検証（上記）」を踏まえた今後の方向性
※　課題とその改善方策を踏まえ、次年度以降事業の見直しなどがあればその内容を記入してください。

なし

※　KPIの評価は、以下の達成状況に応じてAからDを記入する。
　A：KPIに対して実績が100％以上　　　C：KPIに対して実績が89％～80％
　B：　　　　〃　　　　99％～90％　　D：　　　　〃　　 　80％未満
　

当該年度の取組内容と
事業効果
※　なるべく数字（金額、人
数等）を用いて記入してくだ
さい。

令和３年度に補助単価を引き下げ事業実施をしたが、コロナ禍の影響から地方移住の機
運が高まり、事業の活用者は増加。世帯数42（前年比＋５）、人数135人（前年比＋17）
の実績となった。

取
組
の
検
証

事業実施における課題
※　KPI達成に向けた課題や問題となって
いる内容について記入してください。

課題に対する改善策
※　課題の対応策を記入してください。

移住定住を検討している方々に日置市移住を検討
していただくため、より広く情報発信をする必要
がある。

今後においても随時事業周知を行う。

KPI － － － － －

評価（A～D） － － － － －

実績 － － － － －

－ － － － －

KPI － － －

評価（A～D） － － － － －

74人重
要
業
績
評
価
指
標
状
況

(

K
P
I

)

KPIの内容
Ｒ２

（1年目）
Ｒ３

（2年目）
Ｒ４

（3年目）

実績 87人 118人 135人 － －

評価（A～D） Ａ Ａ Ａ － －

Ｒ５
（4年目）

Ｒ６
（最終年）

－ －

実績

予算事業（複数事業有）の上半
期利用が多く、12月補正で増
額。結果、少額補助が多かった
ため、額は減少。

予算額
20,000,000 21,700,000 20,000,000

20,000,000

過疎地域移住定住促進
事業利用者のうち移住
者数

63人/年
KPI 74人 74人 74人 74人

単位：円

当該年度の予算執行内容 区分
Ｒ２

（1年目）
Ｒ３

（2年目）
Ｒ４

（3年目）
Ｒ５

（4年目）
Ｒ６

（最終年）

基本目標における
数値目標

区分 数値目標

合計特殊出生率
（５年平均）

1.62
（H29）

1.68
（R6）

－

最終予算額 最終予算額 最終予算額

執行額 16,300,000 21,700,000 16,483,000 － －

第２期日置市まち・ひと・しごと創生総合戦略事業検証シート
（令和４年度実施分）

基本目標 基本目標②「住んでよし ひおき」～若い世代の結婚・出産・子育ての希望をかなえる～

事 業 名 ⑰過疎地域移住定住促進事業 担当課名 地域づくり課

事業内容
市外から定住を目的に本市に転入し、補助対象地区に移住した場合、一定要件を満たす方に対して助成し、加
えて子育て世帯や地元業者による新築等で移住した場合には助成金上限額を増額します。
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⇒

基準値

「取組の検証（上記）」を踏まえた今後の方向性
※　課題とその改善方策を踏まえ、次年度以降事業の見直しなどがあればその内容を記入してください。

企業とのタイアップをさらに進めつつ、空き家バンク制度の見直しを検討していくこととする。

※　KPIの評価は、以下の達成状況に応じてAからDを記入する。
　A：KPIに対して実績が100％以上　　　C：KPIに対して実績が89％～80％
　B：　　　　〃　　　　99％～90％　　D：　　　　〃　　 　80％未満
　

当該年度の取組内容と
事業効果
※　なるべく数字（金額、人
数等）を用いて記入してくだ
さい。

令和４年度において、コロナ禍の影響による地方移住の機運が高まり、空き家活用事業
を後押しする形となった。これまで最高の実績であった令和３年度と同数の移住者数、
補助件数となっている。

取
組
の
検
証

事業実施における課題
※　KPI達成に向けた課題や問題となって
いる内容について記入してください。

課題に対する改善策
※　課題の対応策を記入してください。

総件数及び移住者数が前年度と同数で、高い水準
で推移している印象。課題は、空き家バンクの登
録や移住の問い合わせなど多く、対応する体制の
充実を検討する必要がある。

空き家バンクの運営体制や登録プロセスなどの変更を検討
し、今後の円滑な運営がなされるよう取り組む必要がある。

KPI － － － － －

評価（A～D） － － － － －

実績 － － － － －

16件 28件 28件 － －
空き家改修事業のうち
補助件数

９件/年
KPI 9件 9件 9件

評価（A～D） Ａ Ａ A － －

6人重
要
業
績
評
価
指
標
状
況

(

K
P
I

)

KPIの内容
Ｒ２

（1年目）
Ｒ３

（2年目）
Ｒ４

（3年目）

実績 10人 25人 25人 － －

評価（A～D） Ａ Ａ A － －

Ｒ５
（4年目）

Ｒ６
（最終年）

9件 9件

実績

予算額
7,000,000 10,000,000

10,000,000 10,000,000

空き家改修補助事業利
用者のうち移住者数

６人/年
KPI 6人 6人 6人 6人

単位：円

当該年度の予算執行内容 区分
Ｒ２

（1年目）
Ｒ３

（2年目）
Ｒ４

（3年目）
Ｒ５

（4年目）
Ｒ６

（最終年）

基本目標における
数値目標

区分 数値目標

合計特殊出生率
（５年平均）

1.62
（H29）

1.68
（R6）

－

最終予算額 当初予算額

執行額 4,267,000 8,602,000 6,624,000 － －

予算事業（複数事業有）の上半
期利用が多く、12月補正で増
額。結果、少額補助が多かった
ため、件数は昨年度同様で額は
減少。

第２期日置市まち・ひと・しごと創生総合戦略事業検証シート
（令和４年度実施分）

基本目標 基本目標②「住んでよし ひおき」～若い世代の結婚・出産・子育ての希望をかなえる～

事 業 名 ⑱空き家改修補助事業 担当課名 地域づくり課

事業内容
市内の空き家等を居住又は簡易宿所として活用する場合、改修・リフォーム費用等の補助を行い、加えて地元
業者による施工の場合は、補助上限額を増額します。

18ページ



⇒

基準値

第２期日置市まち・ひと・しごと創生総合戦略事業検証シート
（令和４年度実施分）

基本目標 基本目標③「訪ねてよし ひおき」～ひおきへの新しい人の流れをつくる～

事 業 名 ⑲バスツアーの充実 担当課名 商工観光課

事業内容

バスツアーを通じて本市の隠れた観光名所や古民家、季節ごとに楽しむことができる魅力等、多くの
人に本市の良さを認知してもらい、交流人口の増加と口コミによる拡散を目指します。

単位：円

当該年度の予算執行内容 区分
Ｒ２

（1年目）
Ｒ３

（2年目）
Ｒ４

（3年目）
Ｒ５

（4年目）
Ｒ６

（最終年）

基本目標における
数値目標

区分 数値目標

観光地・観光施設
年間来訪者数

231万人
（R1）

250万人
（R6）

－

最終予算額 最終予算額 当初予算額

執行額 100,000 1,050,000 500,000 － －

観光関係者向けのモニタツ
アーの実施（１回）

予算額
100,000 1,050,000 500,000

500,000

域外からのバスツアー受
入れ人数（市観光協会、
ガイド協会の受入れ人
数）

1,745
人/年

KPI 1,756人 1,767人 1,778人 1,789人 1,800人重
要
業
績
評
価
指
標
状
況

(

K
P
I

)

KPIの内容
Ｒ２

（1年目）
Ｒ３

（2年目）
Ｒ４

（3年目）

実績 1,589人 1,750人 1,779人 － －

評価（A～D） Ｂ Ｂ Ａ － －

Ｒ５
（4年目）

Ｒ６
（最終年）

－ －

実績 － － － － －

KPI － － －

評価（A～D） － － － － －

KPI － － － － －

評価（A～D） － － － － －

実績 － － － － －

「取組の検証（上記）」を踏まえた今後の方向性
※　課題とその改善方策を踏まえ、次年度以降事業の見直しなどがあればその内容を記入してください。

近年のマイクロツーリズム需要の高まりに応えるため、より多くの近場で楽しめる場所の提供と、体験メニュー
の磨き上げと新規開拓を含めた情報の一元化とプロモーションの強化を図り、多角的な誘客促進に努めながら、
少人数旅行への対応を強化する。

※　KPIの評価は、以下の達成状況に応じてAからDを記入する。
　A：KPIに対して実績が100％以上　　　C：KPIに対して実績が89％～80％
　B：　　　　〃　　　　99％～90％　　D：　　　　〃　　 　80％未満
　

当該年度の取組内容と
事業効果
※　なるべく数字（金額、人
数等）を用いて記入してくだ
さい。

ツアー観光の醸成を図るため、観光客向けの日帰り観光バツスアー（マイクロツーリズ
ム）の実施　２回（参加者35名）
日置市観光ガイドの育成を図るためのガイド育成　２回（参加者28名）

取
組
の
検
証

事業実施における課題
※　KPI達成に向けた課題や問題となって
いる内容について記入してください。

課題に対する改善策
※　課題の対応策を記入してください。

コロナが終息に向かいつつある中で、これまでの取り
組みの成果として受入人数はＫＰＩを上回ることがで
きた。

令和５年度からはクルーズ船のマリンポートへの寄港も本格
的に再開されている。これまで開拓した体験プログラムにつ
いて広く発信し、今後のマイクロツーリズム需要の高まりに
対応したい。

19ページ



⇒

基準値

第２期日置市まち・ひと・しごと創生総合戦略事業検証シート
（令和４年度実施分）

基本目標 基本目標③「訪ねてよし ひおき」～ひおきへの新しい人の流れをつくる～

事 業 名 ⑳スポーツ合宿の助成 担当課名 商工観光課

事業内容 スポーツ及び文化等の団体が市内の宿泊施設を利用し、合宿等を行う場合に宿泊費用の一部を助成します。

単位：円

当該年度の予算執行内容 区分
Ｒ２

（1年目）
Ｒ３

（2年目）
Ｒ４

（3年目）
Ｒ５

（4年目）
Ｒ６

（最終年）

基本目標における
数値目標

区分 数値目標

観光地・観光施設
年間来訪者数

231万人
（R1）

250万人
（R6）

－

最終予算額 最終予算額 最終予算額

執行額 3,448,000 6,109,000 8,953,000 － －

合宿を誘致し活性化に資する
ため、合宿等を行った団体に
対して補助を行う。

予算額
4,349,000 6,500,000 8,953,000

8,466,000

スポーツ合宿数（補助金
利用延べ人数）

8,350
人/年

KPI 8,400人 8,450人 8,500人 8,550人 8,600人重
要
業
績
評
価
指
標
状
況

(

K
P
I

)

KPIの内容
Ｒ２

（1年目）
Ｒ３

（2年目）
Ｒ４

（3年目）

実績 3,448人 6,197人 9,170人 － －

評価（A～D） D D A － －

Ｒ５
（4年目）

Ｒ６
（最終年）

－ －

実績 － － － － －

KPI － － －

評価（A～D） － － － － －

KPI － － － － －

評価（A～D） － － － － －

実績 － － － － －

「取組の検証（上記）」を踏まえた今後の方向性
※　課題とその改善方策を踏まえ、次年度以降事業の見直しなどがあればその内容を記入してください。

新型コロナウィルス感染症の分類が５類に引き下げとなり、長引く影響がようやく終息に向かいつつある。大
会、合宿等も令和４年度からは再開されてきており、地域コミッション団体等とも連携した誘客回復への営業強
化を図り、利用促進に努める。

※　KPIの評価は、以下の達成状況に応じてAからDを記入する。
　A：KPIに対して実績が100％以上　　　C：KPIに対して実績が89％～80％
　B：　　　　〃　　　　99％～90％　　D：　　　　〃　　 　80％未満
　

当該年度の取組内容と
事業効果
※　なるべく数字（金額、人
数等）を用いて記入してくだ
さい。

・スポーツ・文化合宿誘致事業
　利用団体数：142団体、9,170人
　交付額：8,466千円
（参考）令和２年度実績　 54団体、3,448人　交付額：3,448千円
　　　　令和３年度実績　 97団体、6,197人　交付額：6,109千円

取
組
の
検
証

事業実施における課題
※　KPI達成に向けた課題や問題となって
いる内容について記入してください。

課題に対する改善策
※　課題の対応策を記入してください。

新型コロナウィルス感染症の影響が徐々に減少し
てきた結果、３年目にして初めてＫＰＩを上回る
実績となった。

令和５年度はかごしま国体が開催されることからより
一層の受入等が予想される。施設利用利用促進協会と
の連携を強化しながら準備を整える。
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⇒

基準値

第２期日置市まち・ひと・しごと創生総合戦略事業検証シート
（令和４年度実施分）

基本目標 基本目標③「訪ねてよし ひおき」～ひおきへの新しい人の流れをつくる～

事 業 名 ㉑観光ＰＲ武将隊プロジェクト 担当課名 商工観光課

事業内容
戦国島津ゆかりの地である本市を武将のまちとしてイメージ戦略を図り、様々なイベント・行事等で甲冑姿の
武将隊が観光プロモーションを行うことで、武将として体験できるまちづくりを目指します。

単位：円

当該年度の予算執行内容 区分
Ｒ２

（1年目）
Ｒ３

（2年目）
Ｒ４

（3年目）
Ｒ５

（4年目）
Ｒ６

（最終年）

基本目標における
数値目標

区分 数値目標

観光地・観光施設
年間来訪者数

231万人
（R1）

250万人
（R6）

－

最終予算額 最終予算額 最終予算額

執行額 9,793,960 11,234,500 2,917,000 － －

市内外のイベント等でＰＲを
行い、SNS等による情報発信
も合わせて行うことで、日置
市の認知度向上を図った。

予算額
10,064,000 12,285,000 4,407,000

2,548,000

プロジェクト専用SNSフォ
ロワー数
（Facebook,Instagram,Tw
itter）

420
人/年

KPI 420人 450人 500人 500人 500人重
要
業
績
評
価
指
標
状
況

(

K
P
I

)

KPIの内容
Ｒ２

（1年目）
Ｒ３

（2年目）
Ｒ４

（3年目）

実績 1,052人 1,578人 1,171 － －

評価（A～D） Ａ Ａ Ａ － －

Ｒ５
（4年目）

Ｒ６
（最終年）

1,300人 1,300人

実績 546人 885人 982人 － －
甲冑体験活動拠点への
来訪者数

1,080
人/年

KPI 1,080人 1,100人 1,200人

評価（A～D） Ｄ Ｃ Ｃ － －

KPI － － － － －

評価（A～D） － － － － －

実績 － － － － －

「取組の検証（上記）」を踏まえた今後の方向性
※　課題とその改善方策を踏まえ、次年度以降事業の見直しなどがあればその内容を記入してください。

これまでに引き続いての課題として、軍議場の認知度が低いことが挙げられる。プロモーション方法の見直しを図りつ
つ、認知度の向上に向けてよしとし軍議場のあり方についても検討を進める。

※　KPIの評価は、以下の達成状況に応じてAからDを記入する。
　A：KPIに対して実績が100％以上　　　C：KPIに対して実績が89％～80％
　B：　　　　〃　　　　99％～90％　　D：　　　　〃　　 　80％未満
　

当該年度の取組内容と
事業効果
※　なるべく数字（金額、人
数等）を用いて記入してくだ
さい。

情報発信ツールの拡充
・プロモーション活動等（県内外の各イベント）
・ＶＲアトラクションの導入に伴う体験者の増
・スタンプラリー等のコンテンツの充実

取
組
の
検
証

事業実施における課題
※　KPI達成に向けた課題や問題となって
いる内容について記入してください。

課題に対する改善策
※　課題の対応策を記入してください。

これまでのコンテンツ充実の結果として、来訪者数
（体験者数）については増となった。
なお、専用SNSについて、軍議場専用のInstagramを市
の観光PR用に統合して情報発信を包含した結果、数値
は昨年を下回ってはいるが、より幅広い形での発信が
可能となった。

これまで整備してきたプロジェクトに係るコンテンツを生か
し、広く発信して、今後高まると予測されるマイクロツーリ
ズム需要を獲得する。
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⇒

基準値

－

第２期日置市まち・ひと・しごと創生総合戦略事業検証シート
（令和４年度実施分）

基本目標 基本目標③「訪ねてよし ひおき」～ひおきへの新しい人の流れをつくる～

事 業 名
⑧日置市らしさを感じる魅力と活力あふれるま
ちづくり計画（市道）

担当課名 建設課

事業内容
国道３号・270号を中心に主要地方道や県道にアクセスする市道24路線及び林道２路線の道路拡張等を行うこ
とにより、観光資源を結ぶ効率的な道路網のネットワーク化をはじめ、森林施業における効率化を図ります。

令和3年度繰越において、市道14路
線の設計及び工事、用地取得等執行
し、令和4年度現年においては市道4
路線の測量及び工事、用地取得等執
行した。

予算額
590,000,000 1,055,349,000 749,241,000 449,429,000

単位：円

当該年度の予算執行内容 区分
Ｒ２

（1年目）
Ｒ３

（2年目）
Ｒ４

（3年目）
Ｒ５

（4年目）
Ｒ６

（最終年）

－

－

最終予算額 R2繰額+当初予算額 R3繰額+当初予算額 R4繰額+当初予算額

執行額 95,742,750 536,091,067 554,764,038

基本目標における
数値目標

区分 数値目標

観光地・観光施設
年間来訪者数

231万人
（R1）

250万人
（R6）

Ｒ５
（4年目）

Ｒ６
（最終年）

KPI 244万人 246万人 247万人 249万人 250万人

Ｒ２
（1年目）

Ｒ３
（2年目）

（再掲）観光地・観光
施設年間来訪者数

119 135 － －

KPI 74人 74人 74人

205万人実績

－

－ －

評価（A～D） C C C

231万人
（R1）

※　KPIの評価は、以下の達成状況に応じてAからDを記入する。
　A：KPIに対して実績が100％以上　　　C：KPIに対して実績が89％～80％
　B：　　　　〃　　　　99％～90％　　D：　　　　〃　　 　80％未満
　

当該年度の取組内容と
事業効果
※　なるべく数字（金額、人
数等）を用いて記入してくだ
さい。

令和4年度において、国道3号及び270号を中心に、観光周遊ルートやアクセス道の道路拡
幅等の整備を進めた結果、移住・定住者は増えたが、一方では豪雨及び新型コロナウィ
ルス等の影響により、観光入込客数は減少している。
 R4計画路線：7路線（東市来地域の県道養母長里線と仙名伊集院線アクセス道路、伊集
院地域の国道3号とを県道養母長里線を結ぶ路線等の整備）

取
組
の
検
証

事業実施における課題
※　KPI達成に向けた課題や問題となって
いる内容について記入してください。

課題に対する改善策
※　課題の対応策を記入してください。

当該計画において、美山インターチェンジのフル化を
計画しているが、新型コロナウィルス等の影響による
市の財政状況を鑑み、着手延期を見込んでいる。

事業実施路線の選択と集中を図り、観光周遊ルートやアクセ
ス道路の拡幅整備を確実に実施し各指標に対する目標達成を
目指す。

評価（A～D） A A A

重
要
業
績
評
価
指
標
状
況

(

K
P
I

)

KPIの内容

205万人 209万人

Ｒ４
（3年目）

－

－ －

KPI

－ － －

（再掲）過疎地域移住
定住促進事業利用者の
うち移住者数

63人/年

「取組の検証（上記）」を踏まえた今後の方向性
※　課題とその改善方策を踏まえ、次年度以降事業の見直しなどがあればその内容を記入してください。

未改良路線の改良率を向上させるため、個別路線の計画について見直しを行う。

－ － － －

評価（A～D） － － － －

実績 －

74人 74人

実績 87人

4
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⇒

基準値

第２期日置市まち・ひと・しごと創生総合戦略事業検証シート
（令和４年度実施分）

基本目標 基本目標③「訪ねてよし ひおき」～ひおきへの新しい人の流れをつくる～

事 業 名 ㉒ひおきとプロジェクト 担当課名 地域づくり課

事業内容
市外住民とつながり、関係を深めるプロジェクト。関係人口＝ファンととらえ、市公式ファンクラブ「ひおき
カメカメ団」を設立。お試し住宅カメハウスを「関係深化」の拠点と位置づけ、運営団体と密な連携を行って
いる。LR株式会社も事務局として参画している。

単位：円

当該年度の予算執行内容 区分
Ｒ２

（1年目）
Ｒ３

（2年目）
Ｒ４

（3年目）
Ｒ５

（4年目）
Ｒ６

（最終年）

基本目標における
数値目標

区分 数値目標

観光地・観光施設
年間来訪者数

231万人
（R1）

250万人
（R6）

－

最終予算額 最終予算額 最終予算額

執行額 0 19,098 14,694,000 － －

本プロジェクトのWEB戦略実証事
業によりメタバース活用による
交流促進を進め、GCFにより財源
確保を行い空間整備も実施して
いる。

予算額
0 19,098 15,626,000

25,480,000

ひおきカメカメ団登録者
数

100
人/年

KPI 50人 100人 100人 100人 100人重
要
業
績
評
価
指
標
状
況

(

K
P
I

)

KPIの内容
Ｒ２

（1年目）
Ｒ３

（2年目）
Ｒ４

（3年目）

実績 - 89人 150人 － －

評価（A～D） - C A － －

Ｒ５
（4年目）

Ｒ６
（最終年）

100日 100日

実績 - 7日 454日 － －お試し居住利用日数

100
日/年

KPI 50日 100日 100日

評価（A～D） - - A － －

KPI － - － － －

評価（A～D） － － － － －

実績 － － － － －

「取組の検証（上記）」を踏まえた今後の方向性
※　課題とその改善方策を踏まえ、次年度以降事業の見直しなどがあればその内容を記入してください。

今後も、各運営団体の自主的な取り組みを応援することとし、情報発信に力を入れることとする。なお、メタバースを活
用したまちづくり「ネオ日置計画」が進行中で、今後、オンラインでの交流も積極的に進めていくこととしている。

※　KPIの評価は、以下の達成状況に応じてAからDを記入する。
　A：KPIに対して実績が100％以上　　　C：KPIに対して実績が89％～80％
　B：　　　　〃　　　　99％～90％　　D：　　　　〃　　 　80％未満
　

当該年度の取組内容と
事業効果
※　なるべく数字（金額、人
数等）を用いて記入してくだ
さい。

コロナ禍の中ではあるものの、狐火ハウス239人/年、赤いえんとつの家135人/年、みや
まと。80人/年とお試し滞在するひおきカメカメ団住んでみ隊の方々が増えている。この
動きに伴い、ひおきカメカメ団登録も好調である。
カメカメ団登録者で１世帯移住してきている。

取
組
の
検
証

事業実施における課題
※　KPI達成に向けた課題や問題となって
いる内容について記入してください。

課題に対する改善策
※　課題の対応策を記入してください。

令和４年度、お試し住宅は４カ所運営し、うち１
カ所は日中利用のみとしています。各住宅で利用
状況にはムラがあり、それぞれが一定の利用者確
保できればと考える。

各運営団体が創意工夫しイベントなどを実施。あわせて、ひ
おきとブログやSNSで情報発信を随時行い、カメカメ団の誘
引を図る。それぞれの取り組みにより、カメカメ団登録者や
お試し住宅の利用者も増加し、結果、移住者増を図りたいと
考える。
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⇒

基準値

第２期日置市まち・ひと・しごと創生総合戦略事業検証シート
（令和４年度実施分）

基本目標
基本目標④「ふれあいあふれてよし ひおき」～地域の連携を深め、若者から高齢者まで、安心して暮らせる
まちをつくる～

事 業 名 ㉓公共交通の維持・確保 担当課名 地域づくり課

事業内容
市民の移動手段を確保するため、交通不便地域での乗合タクシーやコミュニティバス事業を継続して実施しま
す。

単位：円

当該年度の予算執行内容 区分
Ｒ２

（1年目）
Ｒ３

（2年目）
Ｒ４

（3年目）
Ｒ５

（4年目）
Ｒ６

（最終年）

基本目標における
数値目標

区分 数値目標

市民アンケート満足度
（日置市の住みやすさ）

70.5％
（R1）

75.0％
（R6）

－

最終予算額 当初予算額

執行額 36,417,919 38,133,768 39,713,996 － －

乗合タクシー運行事業（全地域）、コ
ミュニティバス運行事業（伊集院、東市
来、吹上地域）を交通事業者に委託し、
地域住民の移動手段の確保を行った。

予算額
39,000,000 38,700,000

40,890,000 31,334,000

※参考　公共交通の利用
者延数

39,382人
（H30）

KPI － － － － －重
要
業
績
評
価
指
標
状
況

(

K
P
I

)

KPIの内容
Ｒ２

（1年目）
Ｒ３

（2年目）
Ｒ４

（3年目）

実績 29,472人 27,590人 27,479人 － －

評価（A～D） － － － － －

Ｒ５
（4年目）

Ｒ６
（最終年）

－ －

実績 － － － － －

KPI － － －

評価（A～D） － － － － －

KPI － － － － －

評価（A～D） － － － － －

実績 － － － － －

「取組の検証（上記）」を踏まえた今後の方向性
※　課題とその改善方策を踏まえ、次年度以降事業の見直しなどがあればその内容を記入してください。

令和5年度から吹上地域、東市来地域のコミュニティバスを廃止し、費用対効果の高い乗合タクシーを市内全域に拡充し
た。

※　KPIの評価は、以下の達成状況に応じてAからDを記入する。
　A：KPIに対して実績が100％以上　　　C：KPIに対して実績が89％～80％
　B：　　　　〃　　　　99％～90％　　D：　　　　〃　　 　80％未満
　

当該年度の取組内容と
事業効果
※　なるべく数字（金額、人
数等）を用いて記入してくだ
さい。

乗合タクシー利用者延べ数【Ｒ４】8,120人（対前年度比－70人）
コミュニティバス利用者延べ数【Ｒ４】19,359人（対前年度比-41人）
コロナ禍の影響は緩和されたが、減少した状態から横ばいの状況となっている。

取
組
の
検
証

事業実施における課題
※　KPI達成に向けた課題や問題となって
いる内容について記入してください。

課題に対する改善策
※　課題の対応策を記入してください。

人口減少に伴い、公共交通利用者の減少も進んでいるが、高
齢化に伴う運転免許証自主返納者の増加など、移動手段の確
保が必要な方々への対応は重要な政策のため、持続可能で費
用対効果の高い公共交通の構築が必要。

令和4年度については、コミュニティバス、乗合タクシーを中心に出前講
座を実施し認知度の向上に努めた。並行して、コミュニティバス、乗合タ
クシーの路線見直しを「日置市地域公共交通会議」で協議し、乗合タク
シーの拡充を図っていくこととした。
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⇒

基準値

第２期日置市まち・ひと・しごと創生総合戦略事業検証シート
（令和４年度実施分）

基本目標
基本目標④「ふれあいあふれてよし ひおき」～地域の連携を深め、若者から高齢者まで、安心して暮らせる
まちをつくる～

事 業 名 ㉔自主防災組織の充実・強化 担当課名 総務課

事業内容 地域の防災力を充実・強化するため、防災知識の普及啓発など自主防災組織に対する支援を行います。

単位：円

当該年度の予算執行内容 区分
Ｒ２

（1年目）
Ｒ３

（2年目）
Ｒ４

（3年目）
Ｒ５

（4年目）
Ｒ６

（最終年）

基本目標における
数値目標

区分 数値目標

市民アンケート満足度
（日置市の住みやすさ）

70.5％
（R1）

75.0％
（R6）

－

最終予算額 当初予算額

執行額 2,617,000 3,226,200 1,907,800 － －

各自主防災組織への補助金交付
      補助金　1,908　千円

(活動推進事業費補助　49組織)
（資器材整備事業費補助 ５組織）
（届出避難所運営補助 13自治会）

　　　消耗品　　　０千円

予算額
2,650,000 5,650,000

4,650,000 4,238,000

自主防災組織加入率
（２％アップ）

87.9％
（H30）

KPI 86.10% 91.00% 94.00% 96.00% 98.00%重
要
業
績
評
価
指
標
状
況

(

K
P
I

)

KPIの内容
Ｒ２

（1年目）
Ｒ３

（2年目）
Ｒ４

（3年目）

実績 88.00% 88.10% 89.30% － －

評価（A～D） A Ｂ Ｂ － －

Ｒ５
（4年目）

Ｒ６
（最終年）

－ －

実績 － － － － －

KPI － － －

評価（A～D） － － － － －

KPI － － － － －

評価（A～D） － － － － －

実績 － － － － －

「取組の検証（上記）」を踏まえた今後の方向性
※　課題とその改善方策を踏まえ、次年度以降事業の見直しなどがあればその内容を記入してください。

　住民による任意組織として防災士会（リーダーネット）があるが、連携を図りながら自主防災組織の活動支援を行って
いきたいため、県地域防災推進委員リーダー養成研修を受講した住民等にも加入を促し、組織の人員拡大と活動の強化・
充実を図りたい。

※　KPIの評価は、以下の達成状況に応じてAからDを記入する。
　A：KPIに対して実績が100％以上　　　C：KPIに対して実績が89％～80％
　B：　　　　〃　　　　99％～90％　　D：　　　　〃　　 　80％未満
　

当該年度の取組内容と
事業効果
※　なるべく数字（金額、人
数等）を用いて記入してくだ
さい。

Ｈ28.4.1 組織数135 加入率83.3％　Ｒ２.4.1 組織率149 加入率88.0％
Ｈ29.4.1 組織数145 加入率85.5％  Ｒ３.4.1 組織率149 加入率88.1％
Ｈ30.4.1 組織率148 加入率87.9％  Ｒ４.4.1 組織率151 加入率88.3％
Ｈ31.4.1 組織率148 加入率87.9％  Ｒ５.4.1 組織率152 加入率89.3％

取
組
の
検
証

事業実施における課題
※　KPI達成に向けた課題や問題となって
いる内容について記入してください。

課題に対する改善策
※　課題の対応策を記入してください。

昨年同様コロナ禍での支援となり、住民に幅広く
周知・啓発ができなかった。地域により組織の結
成や活動にばらつきがある。

継続して出前講座等を通して自主防災組織の重要性について
周知を図り結成を促す。また、防災訓練や防災講習会等へ参
加いただき加入促進を図る。組織の未結成が多い地域（伊集
院・吹上地域）を中心に声掛けしていきたい。

25ページ



⇒

基準値

第２期日置市まち・ひと・しごと創生総合戦略事業検証シート
（令和４年度実施分）

基本目標
基本目標④「ふれあいあふれてよし ひおき」～地域の連携を深め、若者から高齢者まで、安心して暮らせるまち
をつくる～

事 業 名 ㉕生ごみ回収事業 担当課名 市民生活課

事業内容 家庭などから排出される生ごみを回収し、堆肥化することで、環境にやさしい循環型社会を目指します。

単位：円

当該年度の予算執行内容 区分
Ｒ２

（1年目）
Ｒ３

（2年目）
Ｒ４

（3年目）
Ｒ５

（4年目）
Ｒ６

（最終年）

基本目標における
数値目標

区分 数値目標

市民アンケート満足度
（日置市の住みやすさ）

70.5％
（R1）

75.0％
（R6）

－

最終予算額 当初予算額

執行額 66,790,190 61,809,809 73,185,180 － －

生ごみの回収、堆肥化に伴う
委託料及び報償金

予算額
67,504,000 70,067,000

73,186,000 79,968,607

生ごみ回収対象世帯数

12,929戸
（H30）

KPI 13,000戸 14,400戸 15,800戸 17,200戸 18,600戸重
要
業
績
評
価
指
標
状
況

(

K
P
I

)

KPIの内容
Ｒ２

（1年目）
Ｒ３

（2年目）
Ｒ４

（3年目）

実績 13,747戸 13,973戸 14,319戸 － －

評価（A～D） Ａ Ｂ Ｂ － －

Ｒ５
（4年目）

Ｒ６
（最終年）

1,569t 1,697t

実績 1,010t 1,027t 1,074t － －生ごみ回収量

1,050ｔ
（H30）

KPI 1,174t 1,298t 1,442t

評価（A～D） Ｃ Ｄ Ｄ － －

KPI － － － － －

評価（A～D） － － － － －

実績 － － － － －

「取組の検証（上記）」を踏まえた今後の方向性
※　課題とその改善方策を踏まえ、次年度以降事業の見直しなどがあればその内容を記入してください。

昨年度はSDGSが普及し、市民の理解と協力が更に大きくなったように感じる中でも、未だに事業に取り組むことが新たなごみ
出しの負担になるなどの消極的な意見も聞くことがあるので、様々な場面を通じて、この事業の良さをアピールしながら目標
の達成に向けて取組む必要性を感じる。

※　KPIの評価は、以下の達成状況に応じてAからDを記入する。
　A：KPIに対して実績が100％以上　　　C：KPIに対して実績が89％～80％
　B：　　　　〃　　　　99％～90％　　D：　　　　〃　　 　80％未満
　

当該年度の取組内容と
事業効果
※　なるべく数字（金額、人
数等）を用いて記入してくだ
さい。

事業参加世帯は微増傾向にあり、SDGSの普及による効果も出ている、市民が燃やさずリサイ
クルすることを選択し、CO2の排出抑制に大きく理解と協力を頂いている結果が出ている。
地域差があるものの、今まで取組んでいない地域からも事業に参加したいなどの話を聞き、
説明回答を行いながら６自治会346世帯が新たに事業に取組結果となった。また事業開始か
らの生ごみのリサイクル量は6,500tを超え大きく地球温暖化防止に貢献出来ている。

取
組
の
検
証

事業実施における課題
※　KPI達成に向けた課題や問題となって
いる内容について記入してください。

課題に対する改善策
※　課題の対応策を記入してください。

人口の自然減もあるがごみステーションからの可燃ご
みの量が毎年前年度比を下回っている状況。生ごみの
回収量は4年間は安定して1,000tを超え回収リサイクル
されているが、やはり食品ロスの問題が懸念されるの
で継続して問題の解決を図りたい。

毎月広報紙を活用し市民に環境に対する理解を深めてもらえる
よう周知しながら課題の改善を図っていきたい。また、生ごみ
リサイクル＝食品ロスが払拭できるように努力が必要となる。
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⇒

基準値

第２期日置市まち・ひと・しごと創生総合戦略事業検証シート
（令和４年度実施分）

基本目標
基本目標④「ふれあいあふれてよし ひおき」～地域の連携を深め、若者から高齢者まで、安心して暮らせる
まちをつくる～

事 業 名 ㉖地区振興計画の推進 担当課名 地域づくり課

事業内容
地区公民館が策定した地区振興計画に基づき、公共的課題の解決を地区公民館と市との協働で進めます。対象
事業は、地区活力の維持・存続に係るソフト事業等で、健康づくり・地域見守り等の支援を行います。

単位：円

当該年度の予算執行内容 区分
Ｒ２

（1年目）
Ｒ３

（2年目）
Ｒ４

（3年目）
Ｒ５

（4年目）
Ｒ６

（最終年）

基本目標における
数値目標

区分 数値目標

市民アンケート満足度
（日置市の住みやすさ）

70.5％
（R1）

75.0％
（R6）

－

最終予算額 最終予算額 当初予算額

執行額 127,508,593 46,720,862 48,950,382 － －

26地区公民館が策定した第５期地区
振興計画に基づき、地域づくり推進
事業のソフト事業を実施する。（令
和３年度～令和５年度までの３年計
画により年次的に実施）

予算額
127,508,593 67,500,000 67,500,000

67,500,000

地区別の住民の各地域に対す
る愛着度（地区振興計画アン
ケート調査）

－
KPI － － － 70.0% －重

要
業
績
評
価
指
標
状
況

(

K
P
I

)

KPIの内容
Ｒ２

（1年目）
Ｒ３

（2年目）
Ｒ４

（3年目）

実績 － － － － －

評価（A～D） － － － － －

Ｒ５
（4年目）

Ｒ６
（最終年）

－ －

実績 － － － － －

KPI － － －

評価（A～D） － － － － －

KPI － － － － －

評価（A～D） － － － － －

実績 － － － － －

「取組の検証（上記）」を踏まえた今後の方向性
※　課題とその改善方策を踏まえ、次年度以降事業の見直しなどがあればその内容を記入してください。

２以上の複数の地区が地区を超えた広域的な取り組みを推進し、小規模地区において、人的環境等を相互に補完すること
で新たな事業の創出、または現行事業の取り組みの拡大若しくは持続、維持を図る。

※　KPIの評価は、以下の達成状況に応じてAからDを記入する。
　A：KPIに対して実績が100％以上　　　C：KPIに対して実績が89％～80％
　B：　　　　〃　　　　99％～90％　　D：　　　　〃　　 　80％未満
　

当該年度の取組内容と
事業効果
※　なるべく数字（金額、人
数等）を用いて記入してくだ
さい。

ソフト事業では、地区住民のニーズに合わせた柔軟な仕組みづくりや地域資源を活用し
た事業が生まれ、地区の課題解決が推進された。（コロナ禍で縮小した繋がりづくり・
親睦融和などに資する行事やイベントを各地区において、創意工夫で実施することがで
きた。）

取
組
の
検
証

事業実施における課題
※　KPI達成に向けた課題や問題となって
いる内容について記入してください。

課題に対する改善策
※　課題の対応策を記入してください。

事業執行に対するハード・ソフトの割合が第４期計画では70
～30％の割合で調整可能としていたが、第５期計画からはソ
フト事業一本化にした。コロナ禍により事業の縮小・中止を
余儀なくされた地区が多かった。

コロナ禍にできる行事やイベントについて、参加者制限、規模縮小
などする中で、感染予防対策を講じながらも今年度実施、または再
開することができた。
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⇒

基準値

第２期日置市まち・ひと・しごと創生総合戦略事業検証シート
（令和４年度実施分）

基本目標
基本目標④「ふれあいあふれてよし ひおき」～地域の連携を深め、若者から高齢者まで、安心して暮らせる
まちをつくる～

事 業 名 ㉗日置市女性センター銀天街の充実・強化 担当課名 企画課

事業内容 個人を尊重し、多様な個性を生かす意識の醸成を図り、幅広い年代が気軽に立ち寄れる施設を目指します。

単位：円

当該年度の予算執行内容 区分
Ｒ２

（1年目）
Ｒ３

（2年目）
Ｒ４

（3年目）
Ｒ５

（4年目）
Ｒ６

（最終年）

基本目標における
数値目標

区分 数値目標

市民アンケート満足度
（日置市の住みやすさ）

70.5％
（R1）

75.0％
（R6）

－

最終予算額 最終予算額 最終予算額

執行額 3,461,759 3,285,463 3,592,528 － －

会計年度職員報酬等、共済費、旅費（専門員、
保育士等） 2,578,717円
講座等講師謝金 219,050円
需用費・役務費　160,664円
委託料・使用料及び賃借料 319,567円
施設維持負担金 314,530円

予算額
3,795,000 3,532,000 3,793,000

3,951,000

日置市女性センター銀
天街の利用者数

1､664
人/年

KPI 1,664人 1,664人 1,664人 1,664人 1,664人重
要
業
績
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価
指
標
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況

(

K
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KPIの内容
Ｒ２

（1年目）
Ｒ３

（2年目）
Ｒ４

（3年目）

実績 1,367人 1,804人 1,773人 － －

評価（A～D） C A A － －

Ｒ５
（4年目）

Ｒ６
（最終年）

90.0％以上 90.0％以上

実績 100.00% 95.00% 96.55% － －

日置市女性センター銀天街に
よる講座受講者で「再度利用
したいと思う」割合（アン
ケート結果）

90.0％
（H30）

KPI 90.0％以上 90.0％以上 90.0％以上

評価（A～D） A A A － －

KPI － － － － －

評価（A～D） － － － － －

実績 － － － － －

「取組の検証（上記）」を踏まえた今後の方向性
※　課題とその改善方策を踏まえ、次年度以降事業の見直しなどがあればその内容を記入してください。

性別にかかわりなく、あらゆる状況、立場にあるすべての人々に開かれ、利用することができる施設として、継続した周
知活動を行う。また、当センターを利用することで、男女共同参画は身近な生活と深いつながりをもつ問題であることへ
の理解を促し、誰もが自分らしくいきいきと充実した生活を送ることができるよう、「緩やかなつながり」を大切にし、
男女共同参画の推進を図る場としての提供促進を図る。

※　KPIの評価は、以下の達成状況に応じてAからDを記入する。
　A：KPIに対して実績が100％以上　　　C：KPIに対して実績が89％～80％
　B：　　　　〃　　　　99％～90％　　D：　　　　〃　　 　80％未満
　

当該年度の取組内容と
事業効果
※　なるべく数字（金額、人
数等）を用いて記入してくだ
さい。

男女共同参画拠点施設として、語り合いの場、学び合いの場、いきぬきの場を心掛け運営に努めた。男女共同
参画に関する講座や子育て支援に関する各種講座のほか、日常の相談だけでなく男女共同参画専門員や社会福
祉士、助産師・保健師の在館による相談日を設定し、誰もが気軽に話せる場の提供を行っている。（相談者に
必要な支援が届くよう、関係各課と連携して実施した。）【実績】総利用者1,773人、講座,イベント数50回、
講座参加者数459人

取
組
の
検
証

事業実施における課題
※　KPI達成に向けた課題や問題となって
いる内容について記入してください。

課題に対する改善策
※　課題の対応策を記入してください。

施設拠点地の伊集院地域には少しずつ認知されつつあるが、
他地域ではまだ認知度も低く、地域間の利用状況の格差があ
る。また、施設名称のイメージによる限定的な利用になりや
すく、男女共同参画の拠点施設としての施設周知が課題であ
る。

認知度向上のため、従来の広報（自治会文書、市HP等SNS配信な
ど）を継続しつつ、施設認識につながる周知方法について、審議会
等の意見を参考にしながら、公共施設へのカード設置や関係団体で
の集会機会を捉えた周知広報を図る。また、「男女共同参画セン
ター」へ名称変更を行うとともに（審議会等で協議、説明済み）、
発展的な取組の充実化に努める。
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